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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成30年4月19日(2018.4.19)

【公表番号】特表2015-530245(P2015-530245A)
【公表日】平成27年10月15日(2015.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2015-064
【出願番号】特願2015-534546(P2015-534546)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  21/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  21/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/14     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/745    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   37/04     １０２　
   Ｂ０１Ｊ   35/02     　　　Ｊ
   Ｂ０１Ｊ   21/08     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   21/10     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   23/02     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   23/06     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   23/14     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   23/42     　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   23/745    　　　Ｍ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年2月28日(2018.2.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティング可能な組成物を製造する方法であって、順次、
　ａ）水性液体媒体に分散しているシリカナノ粒子を含む初期組成物を提供する工程であ
って、前記シリカナノ粒子が、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を有し、前
記初期組成物が、６よりも大きいｐＨを有する、工程と、
　ｂ）前記初期組成物を、無機酸を用いて４以下のｐＨに酸性化して、酸性化組成物を提
供する工程と、
　ｃ）前記酸性化組成物に少なくとも１つの金属化合物を溶解させて、コーティング可能
な組成物を提供する工程であって、前記少なくとも１つの金属化合物が、スズ化合物、銅
化合物、白金化合物、カルシウム化合物、マグネシウム化合物、亜鉛化合物、アンチモン
化合物、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも一つを含む、工程
と、を含む、方法。
【請求項２】
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　耐汚染性物品を製造する方法であって、順次、
　ａ）水性液体媒体に分散しているシリカナノ粒子を含む初期組成物を提供する工程であ
って、前記シリカナノ粒子が、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を有し、前
記初期組成物が、６よりも大きいｐＨを有する、工程と、
　ｂ）前記初期組成物を、無機酸を用いて４以下のｐＨに酸性化して、酸性化組成物を提
供する工程と、
　ｃ）前記酸性化組成物に少なくとも１つの金属化合物を溶解させて、コーティング可能
な組成物を提供する工程であって、前記少なくとも１つの金属化合物が、スズ化合物、銅
化合物、白金化合物、カルシウム化合物、マグネシウム化合物、亜鉛化合物、アンチモン
化合物、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも一つを含む、工程
と、
　ｄ）前記コーティング可能な組成物を基材の表面と接触させる工程と、
　ｅ）前記コーティング可能な組成物を少なくとも部分的に乾燥させて、耐汚染性層を提
供する工程と、を含む、方法。
【請求項３】
　金属カチオンを含有するシリカマトリクスを含む耐汚染性組成物であって、前記シリカ
マトリクスは、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を有する相互接続されたシ
リカナノ粒子を含み、前記金属カチオンが、カルシウムカチオン、マグネシウムカチオン
、及びこれらの組み合わせからなる群から選択され、前記金属カチオンの過半数が、前記
シリカマトリクス中に個々に配置されており、前記金属カチオンが、ケイ素と前記金属カ
チオンとの合計モルの０．２～２０モルパーセントを構成する、耐汚染性組成物。
【請求項４】
　基材の表面上に配置された非晶質耐汚染性組成物の層を含む耐汚染性物品であって、前
記非晶質耐汚染性組成物が、金属カチオンを含有するシリカマトリクスを含み、前記シリ
カマトリクスは、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を有する相互接続された
シリカナノ粒子を含み、前記金属カチオンが、カルシウムカチオン、マグネシウムカチオ
ン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択され、前記金属カチオンの過半数が、前
記シリカマトリクス中に個々に配置されており、前記金属カチオンが、ケイ素と前記金属
カチオンとの合計モルの０．２～２０モルパーセントを構成する、耐汚染性物品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本開示は、概して、耐汚染特性を有する物品、耐汚染性コーティングを形成する組成物
、及びこれらを製造する方法に関する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　有利なことに、本開示は、様々な物品に配合することができ、それによって、この物品
を汚れにくくしたり、仮に汚れた場合には、自然力（例えば、風及び／又は雨）によって
及び／又は他の方法によって（例えば、手動で又は機械的に磨いたりこすったりすること
によって）より容易に洗浄することを可能にしたりする組成物、及び耐汚染性コーティン
グを製造する方法を提供する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本開示に係るコーティング可能な組成物は、例えば、耐汚染性物品を製造するために有
用である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　したがって、更に別の態様では、本開示は、耐汚染性物品を製造する方法であって、順
次、
　ａ）水性液体媒体に分散しているシリカナノ粒子を含む初期組成物を提供する工程であ
って、シリカナノ粒子が、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を有し、シリカ
のゾルが、６よりも大きいｐＨを有する、工程と、
　ｂ）初期組成物を、無機酸を用いて４以下のｐＨに酸性化して、酸性化組成物を提供す
る工程と、
　ｃ）酸性化組成物に少なくとも１つの金属化合物を溶解させて、コーティング可能な組
成物を提供する工程であって、少なくとも１つの金属化合物が、元素周期表の第２族～第
１５族のいずれかにおける少なくとも１つの金属を含む、工程と、
　ｄ）コーティング可能な組成物を基材の表面と接触させる工程と、
　ｅ）コーティング可能な組成物を少なくとも部分的に乾燥させて、耐汚染性層を提供す
る工程と、を含む、方法を提供する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　更に別の態様では、本開示は、本開示の前述の方法に従って製造される耐汚染性物品を
提供する。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　更に別の態様では、本開示は、金属カチオンを含有するシリカマトリクスを含む耐汚染
性組成物であって、シリカマトリクスは、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布
を有する相互接続されたシリカナノ粒子を含み、金属カチオンが、元素周期表の第２族～
第１５族のいずれかにおける金属のカチオンを含み、金属カチオンの過半数が、シリカマ
トリクス中に個々に配置されており、金属カチオンが、ケイ素と金属カチオンとの合計モ
ルの０．２～２０モルパーセント含まれる、耐汚染性組成物を提供する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００１０】
　更に別の態様では、本開示は、基材の表面上に配置された非晶質耐汚染性組成物の層を
含む耐汚染性物品であって、非晶質耐汚染性組成物が、金属カチオンを含有するシリカマ
トリクスを含み、シリカマトリクスは、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を
有する相互接続されたシリカナノ粒子を含み、金属カチオンが、元素周期表の第２族～第
１５族のいずれかにおける金属のカチオンを含み、金属カチオンの過半数が、シリカマト
リクス中に個々に配置されており、金属カチオンが、ケイ素と金属カチオンとの合計モル
の０．２～２０モルパーセント含まれる、耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　本明細書において使用するとき、
　用語「シリカナノ粒子の分散液」は、個々のシリカナノ粒子が分散している分散液を指
し、凝集して鎖状になっている焼結一次シリカ粒子を有するヒュームドシリカの分散液を
指すものではない。
　用語「本質的に含まない」とは、１重量パーセント未満、典型的には０．１重量パーセ
ント未満、より典型的には０．０１重量パーセント未満しか含有しないことを意味する。
　用語「不揮発性有機化合物を本質的に含まない」とは、１大気圧（１００ｋＰａ）で１
５０℃超の沸点を有する有機化合物を１重量パーセント未満しか含有しないことを意味す
る。
　金属カチオンに関して用語「シリカマトリクス中に個々に配置されている」とは、金属
カチオンが、酸素を介してケイ素に結合しており、別個の金属相としては存在していない
ことを意味する。
　用語「金属化合物」とは、少なくとも１つの金属を含有する化合物を意味する。
　用語「ナノ粒子」とは、１～２００ナノメートルの粒径を有する粒子を指す。
　用語「有機化合物」とは、少なくとも１つの炭素－炭素及び／又は炭素－水素結合を含
有する任意の化合物を指す。
　シリカナノ粒子及びシリカゾルに関して用いられる用語「シリカ」は、式ＳｉＯ２・ｎ
Ｈ２Ｏ（式中、ｎは、ゼロ以上の数である）によって表される化合物を指す。
　用語「耐汚染性」とは、異物との接触によって引き起こされる物質の変色及び／又は蓄
積に対する耐性を意味する。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
【図１】本開示に係る例示的な耐汚染性物品１００の概略側面図である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　金属化合物中に含有される金属カチオンは、ｎ＋（式中、ｎは、例えば、２以上の整数
（例えば、２、３、４、５、又は６）を表す）の電荷を有し得る。金属化合物は、得られ
る耐汚染性組成物に所望のレベルの金属を配合するために、水に対して十分な溶解度を有
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しているべきである。例えば、金属化合物は、金属塩を含んでよい。有用な金属化合物の
例としては、銅化合物（例えば、Ｃｕ（ＮＯ３）２・３Ｈ２Ｏ）、白金化合物（例えば、
Ｈ２ＰｔＣｌ６）、アルミニウム化合物（例えば、Ａｌ（ＮＯ３）３）、ジルコニウム化
合物（例えば、ＺｒＣｌ４又はＺｒＯＣｌ２・８Ｈ２Ｏ）、カルシウム化合物（例えば、
ＣａＣｌ２）、マグネシウム化合物（例えば、ＭｇＣｌ２）、チタン化合物（例えば、Ｔ
ｉＯＳＯ４・２Ｈ２Ｏ）、亜鉛化合物（例えば、Ｚｎ（ＮＯ３）２・６Ｈ２Ｏ及びＺｎＣ
ｌ２）、鉄化合物（例えば、ＦｅＣｌ３）、スズ化合物（例えば、ＳｎＣｌ２及びＳｎＣ
ｌ４・５Ｈ２Ｏ）、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　コーティング可能な組成物は、基材の表面と接触させ、少なくとも部分的に乾燥させて
、耐汚染性のコーティングされた物品を形成することができる。予想外なことに、本発明
者らは、本開示に係るコーティング可能な組成物を基材の表面と接触させ、少なくとも部
分的に乾燥させて、たとえ金属カチオンを添加しなくても、予想外な耐汚染特性を有する
無欠陥層を提供し得ることを見出した。コーティング可能な組成物を乾燥させる好適な方
法としては、例えば、およそ室温の空気、オーブン、熱風送風機、赤外線ヒーター、及び
熱缶内で蒸発させることが挙げられる。乾燥は、典型的に、コーティング可能な組成物が
実質的に完全に乾燥するまで実施されるが、これは必須ではない。いったん基材と接触さ
せ、少なくとも部分的に乾燥させたら、耐汚染性層を、例えば、少なくとも１時間、少な
くとも４時間、少なくとも８時間、少なくとも２４時間、少なくとも７２時間、少なくと
も１週間、又は更には少なくとも２週間熟成させてよく、この間に、耐汚染性層の耐汚染
性が改善され得る。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　ここで図１を参照すると、耐汚染性物品１００は、基材１３０の表面１２０上に配置さ
れている耐汚染性層１１０を含む。コーティング可能な組成物と基材の表面とを接触させ
る好適な方法の例としては、ロールコーティング、スプレーコーティング、グラビアコー
ティング、ディップコーティング、及びカーテンコーティングが挙げられる。典型的に、
耐汚染性層は、０．０２～１００マイクロメートル、望ましくは０．０５～５マイクロメ
ートルの範囲の厚さを有するが、これは必須ではない。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　典型的に、本開示に係る耐汚染性層は、少なくとも実質的に透明であるが、これは必須
ではない。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００５６】
　第７の実施形態では、本開示は、耐汚染性物品を製造する方法であって、順次、
　ａ）水性液体媒体に分散しているシリカナノ粒子を含む初期組成物を提供する工程であ
って、前記シリカナノ粒子が、平均粒径が１００ナノメートル以下の粒径分布を有し、前
記シリカのゾルが、６よりも大きいｐＨを有する、工程と、
　ｂ）前記初期組成物を、無機酸を用いて４以下のｐＨに酸性化して、酸性化組成物を提
供する工程と、
　ｃ）前記酸性化組成物に少なくとも１つの金属化合物を溶解させて、コーティング可能
な組成物を提供する工程であって、前記少なくとも１つの金属化合物が、元素周期表の第
２族～第１５族のいずれかにおける少なくとも１つの金属を含む、工程と、
　ｄ）前記コーティング可能な組成物を基材の表面と接触させる工程と、
　ｅ）前記コーティング可能な組成物を少なくとも部分的に乾燥させて、耐汚染性層を提
供する工程と、を含む、方法を提供する。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　第１５の実施形態では、本開示は、前記耐汚染性層が、光学的に透明である、第７～第
１４の実施形態のいずれか１つに記載の方法を提供する。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　第１６の実施形態では、本開示は、前記耐汚染性層が、０．０２～１００マイクロメー
トルの範囲の厚さを有する、第７～第１５の実施形態のいずれか１つに記載の方法を提供
する。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　第２０の実施形態では、本開示は、第７～第１９の実施形態のいずれか１つに記載の方
法に従って製造される耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　第２１の実施形態では、本開示は、前記基材が、再帰反射性シートを含む、第２０の実
施形態に記載の耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　第２２の実施形態では、本開示は、金属カチオンを含有するシリカマトリクスを含む耐
汚染性組成物であって、前記シリカマトリクスは、平均粒径が１００ナノメートル以下の
粒径分布を有する相互接続されたシリカナノ粒子を含み、前記金属カチオンが、元素周期
表の第２族～第１５族のいずれかにおける金属のカチオンを含み、前記金属カチオンの過
半数が、前記シリカマトリクス中に個々に配置されており、前記金属カチオンが、ケイ素
と前記金属カチオンとの合計モルの０．２～２０モルパーセント含まれる、耐汚染性組成
物を提供する。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　第２３の実施形態では、本開示は、前記金属カチオンが、ｎ＋（式中、ｎは、２以上の
整数を表す）の電荷を有する、第２２の実施形態に記載の耐汚染性組成物を提供する。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　第２４の実施形態では、本開示は、前記少なくとも１つの金属化合物が、スズカチオン
、銅カチオン、鉄カチオン、白金カチオン、カルシウムカチオン、マグネシウムカチオン
、亜鉛カチオン、ジルコニウムカチオン、チタンカチオン、アンチモンカチオン、及びこ
れらの組み合わせからなる群から選択される、第２２又は第２３の実施形態に記載の耐汚
染性組成物を提供する。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　第２５の実施形態では、本開示は、前記シリカナノ粒子が、４５ナノメートル以下の平
均粒径を有する、第２２～第２４の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性組成物を提
供する。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　第２６の実施形態では、本開示は、前記シリカナノ粒子が、２５ナノメートル以下の平
均粒径を有する、第２２～第２５の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性組成物を提
供する。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　第２７の実施形態では、本開示は、前記耐汚染性組成物が、有機不揮発性化合物を本質
的に含まない、第２２～第２６の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性組成物を提供
する。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　第２８の実施形態では、本開示は、基材の表面上に配置された非晶質耐汚染性組成物の
層を含む耐汚染性物品であって、前記非晶質耐汚染性組成物が、金属カチオンを含有する
シリカマトリクスを含み、前記シリカマトリクスは、平均粒径が１００ナノメートル以下
の粒径分布を有する相互接続されたシリカナノ粒子を含み、前記金属カチオンが、元素周
期表の第２族～第１５族のいずれかにおける金属のカチオンを含み、前記金属カチオンの
過半数が、前記シリカマトリクス中に個々に配置されており、前記金属カチオンが、ケイ
素と前記金属カチオンとの合計モルの０．２～２０モルパーセント含まれる、耐汚染性物
品を提供する。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　第２９の実施形態では、本開示は、前記金属カチオンが、ｎ＋（式中、ｎは、２以上の
整数を表す）の電荷を有する、第２８の実施形態に記載の耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　第３０の実施形態では、本開示は、前記少なくとも１つの金属化合物が、スズカチオン
、銅カチオン、鉄カチオン、白金カチオン、カルシウムカチオン、マグネシウムカチオン
、亜鉛カチオン、ジルコニウムカチオン、チタンカチオン、アンチモンカチオン、及びこ
れらの組み合わせからなる群から選択される、第２８又は第２９の実施形態に記載の耐汚
染性物品を提供する。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　第３１の実施形態では、本開示は、前記シリカナノ粒子が、４５ナノメートル以下の平
均粒径を有する、第２８～第３０の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性物品を提供
する。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　第３２の実施形態では、本開示は、前記シリカナノ粒子が、２５ナノメートル以下の平
均粒径を有する、第２８～第３１の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性物品を提供
する。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　第３３の実施形態では、本開示は、前記基材が、ガラス又は有機ポリマーを含む、第２
８～第３２の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　第３４の実施形態では、前記有機ポリマーが、ポリメチルメタクリレート又はポリエチ
レンテレフタレートのうちの少なくとも１つを含む、第２８～第３３の実施形態のいずれ
か１つに記載の耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
　第３５の実施形態では、本開示は、前記耐汚染性層が、光学的に透明である、第２８～
第３４の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性物品を提供する。
【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　第３６の実施形態では、本開示は、前記耐汚染性層が、０．０２～１００マイクロメー
トルの範囲の厚さを有する、第２８～第３５の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性
物品を提供する。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８６】
　第３７の実施形態では、本開示は、前記コーティング可能な組成物が、有機不揮発性化
合物を本質的に含まない、第２８～第３５の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性物
品を提供する。
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【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
　第３８の実施形態では、本開示は、前記基材が、再帰反射性シートを含む、第２８～第
３７の実施形態のいずれか１つに記載の耐汚染性物品を提供する。
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